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奈良・平安時代の整地面を発見…？ 
２月から始まった 93次調査ですが、早くも５ヶ月目を迎えました。気候が夏

に向かってだんだんと近づいていることを感じる日々です。  最近の調査成果では、奈良・平安時代の整地面であろうと考えられる土を土
層の断面でとらえることができました。現在、この整地面が調査範囲の全体に

及ぶものであるのか、または、一部のみに在り、建物建設部分だけに及ぶもの

であるのかを検討しています。   
炭化
たん か

米
まい

と整地の関係について 
現場では少し前からポツポツと炭化米が出土しています。現在整地層であろ

うと考えている層からはもちろん、その上の層からもわずかに出土しています。

なぜこんなに焼け焦げたお米が土の中から出土するのでしょうか。 
炭化米が出土するということは、正倉

しょうそう

が火事にあったことの証拠になります。

正倉は税として取り立てた米や、備蓄食糧としての米を保管するための施設で

した。その正倉が火事にあうともちろん中の米が焼け焦げ、それが炭化米とな

ります。そして、火事にあった後はその場所をきれいに清掃し、土地を均して

整地したあと、また同じ場所に新たな正倉を建設していました。つまり、清掃

の際に取り残された炭化米が土に混ざって、今回のように出土するということ

になります。 

この恒川官衙
かん が

遺跡では炭化米の出土範囲が広く確認されているため、まとめ

て廃棄したりせずにそのまま土地を均して整地したと考えられています。 
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現地説明開催中！！  
～恒川官衙遺跡の発掘現場では毎日現地説明を行っています～ 

日にち：月～金曜日の間（随時） 

時間：10 時～15 時の間（随時） 

休み：土日祝日は終日休みになります。 

※誠に勝手ながら調査の都合やお休みにより、不定期に現地説明が行えない場合がありま

すが、ご了承いただきますようよろしくお願いいたします。 

ぜひ、お気軽にお立ち寄りください。 
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